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1 はじめに 
 近年、車車間通信や IoT デバイスの普及等により無線
LAN を利用する端末数が増加している。扱われるデータ
の容量が大きくなってきていることもあり、より効率良く
通信が可能な MAC プロトコルが必要とされている。 
 本研究は、先行研究で提案された OBM[1](Optimizing 















3 提案手法 ITMN 
 ITMN(Improving Throughput of Multihop wireless networks 
by estimating the Number of neighbor nodes)は、各ノードが
チャネルを観測しイベントの収集を行い、イベント確率
𝑃𝑖𝑑𝑙_1, 𝑃𝑖𝑑𝑙_2, 𝑃𝑖𝑑𝑙_3を求める。イベントは以下の通り。 
𝑃𝑖𝑑𝑙_1：隣接ノードが全てアイドルである状態 
𝑃𝑖𝑑𝑙_2：RTS、CTS、RTS,CTS のペアで受信  
𝑃𝑖𝑑𝑙_3：タグノードにおいて衝突が発生 
次に、𝑃𝑖𝑑𝑙_1 = (1 − 𝑝)
𝑛, 𝑃𝑖𝑑𝑙_2 = 𝑛𝑝(1 − 𝑝)
𝑛−1から 𝑛(隣
接ノード数)と𝑝(送信確率)を二分法により算出する。また、
𝑛, 𝑝, 𝐿𝑖𝑑𝑙 (平均アイドルスロット間隔)から適切な CW を
導き出し、各ノードに設定することで高スループットが実






Riverbed Modeler 18.5 を用いて表１の環境のもと評価する。 
表１ シミュレーション環境 
Operational Mode IEEE802.11b 
Data Late 11[Mbps] 
ノード数 
40(10), 74(20), 108(30) 
[nodes(neighbor nodes)] 
ノード配置 半径 50ｍの円上に等間隔で配置 
送受信範囲(半径) 35[ｍ] 


























適な CW を求めることや、QoS を考慮しシミュレーショ
ンを行うことなどが挙げられる。 
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